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1 チュートリアルへようこそ!

1 チュートリアルへようこそ!
このチュートリアルでは、Qlik Sense 内のチャートの数式を紹介します。数式は、関数、項目、数

学演算子の組み合わせであり、データを処理して、視覚化で確認できる結果を生成するために

使用されます。

チャートの数式は、多くの場合メジャーで使用します。タイトルやサブタイトル、脚注、さらには軸などの数式を使

用することで、より動的で効果的なビジュアライゼーションを作成することもできます。

1.1 学習内容

チュートリアルを完了した後は、ビジュアライゼーションで問題なく数式を使用できるようになるでしょう。

1.2 このチュートリアルを完了する必要がある対象者

Qlik Sense の基本を習得している必要があります。例えば、さまざまなシートへのデータのロード、アプリの作

成、ビジュアライゼーションの作成などを経験している必要があります。

データロードエディターへのアクセス権があり、Qlik Sense Enterprise on Windows におけるデータのロードが許

可されている必要があります。

1.3 このチュートリアルでのレッスン

このチュートリアル内のトピックは、任意の順序で完了できます。ただし、後半のトピックは、その前のトピックに精

通していることを前提としています。スクリーンショットは、Qlik Sense Enterprise SaaS で撮影したものです。別

の展開でQlik Sense Enterprise を使用している場合は、視覚的に多少の相違が生じることがあります。

1.4 追加の資料とリソース
l Qlik では、さらなる詳細情報を提供する、広範なリソースをご用意しています。

l Qlik オンラインヘルプを利用できます。

l 無料のオンラインコースを含むトレーニングは、Qlik Continuous Classroom で利用できます。

l ディスカッションフォーラム、ブログなどは、Qlik Community にあります。
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2 ビジュアライゼーションにおける数式の使用

2 ビジュアライゼーションにおける数式の使用
Qlik Sense のビジュアライゼーションは、軸とメジャーで構築されたチャートから構築されています。

関数により、ビジュアライゼーションを動的かつ複合的にすることができます。

情報をわかりやすく伝えるため、ビジュアライゼーションにはタイトルやサブタイトル、脚注、その他の要素を追加で

きます。ビジュアライゼーションを構成する要素は単純でも構いません。例 : データを表す項目からなる軸、そして

テキストからなるタイトル。

メジャーは、項目に基づいて計算されます。例 :Sum(Cost) は、項目 Cost の値すべてが、関数 Sum を使用し

て集計されていることを表します。つまり、Sum(Cost) 数式となります。

2.1 数式とは?
数式は関数および項目、数学演算子 (+ * / =)を組み合わせたものです。数式は、ビジュアライゼーションで確認

可能な結果を生成するために、アプリでデータを処理する際に使用します。数式には、基本的な計算で構成さ

れるシンプルなものから、関数項目と演算子を含む複雑なものまで、さまざまなタイプがあります。数式は、スクリ

プトとチャートのビジュアライゼーションで使用されます。

すべてのメジャーは、数式です。メジャーと異なり、数式には名前も説明データも存在しません。

軸、タイトル、サブタイトル、脚注などの数式を使用することで、より動的で効果的なビジュアライゼーションを作

成できます。例えば、ビジュアライゼーションのタイトルを静的テキストではなく、選択内容によって結果が変わる

数式からビジュアライゼーションのタイトルを生成できることを意味します。

2.2 数式をどこで使用できるか?
ビジュアライゼーションを編集する際、プロパティパネルに シンボルがある場合は、数式を使用できます。をク

リックすると 数式エディタが開き、数式の作成と編集ができます。数式は、数式項目に直接入力することも

可能です。

数式は、マスターアイテムとして直接保存することはできません。しかし、マスターメジャーとマスター軸に数式を

含めることはできます。数式が使用されているメジャーまたは軸をマスターアイテムとして保存すると、メジャーまた

は軸にある数式を保持できます。

2.3 数式はいつ評価されるか

ロードスクリプトでは、スクリプトの実行によって数式が評価されます。ビジュアライゼーションでは、数式に含まれ

る項目、変数、関数のいずれかで値または論理ステータスが変更されると、自動的に数式が評価されます。ス

クリプト式とチャート式では、構文および有効な関数にいくつか違いがあります。
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3 どの集計関数を使用するかについて

3 どの集計関数を使用するかについて
集計関数は、多対 1 の関数です。多くのレコードの値を入力として使用し、これらをすべてのレ

コードを要約する単一の値に集約します。Sum(), Count(), Avg(), Min(), とOnly() はすべて、集

計関数です。

Qlik Sense では、方程式の大半で1 レベルの集計関数が必要です。そうした方程式には、チャートの数式、テ

キストボックス、ラベルが含まれます。数式に集計関数を含めないと、Qlik Sense が自動的にOnly() 関数を割

り当てます。

l 集計関数は、データ内の複数のレコードのいくつかのプロパティを説明する単一の値を返す関数です。

l 計算された軸を除く数式すべては、集計として評価されます。

l 数式内のすべての項目参照は、集約関数でラップする必要があります。

数式エディタを使用し、Qlik Sense 内で数式を作成したり変更したりできます。

3.1 Sum() を使用した金額の統合

Sum() は、集計データ全体の数式や項目による値の合計を計算します。

各マネージャーの総売上と、すべてのマネージャーの総売上を計算してみましょう。

アプリ内のWhich Aggregations? シートには、Sum(), Max(), Min() というタイトルのテーブルとCount() というタイ

トルのテーブルの2 つのテーブルがあります。各テーブルを使用して、集計関数を作成します。

次の手順を実行します。

1. 使用可能なSum(), Max(), Min() テーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。Sum(Sales)

5. [適用 ] をクリックします。

Manager ごとの総売上を表示するテーブル
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3 どの集計関数を使用するかについて

各マネージャーの売上と、すべてのマネージャーの総売上を確認できます。

ベストプラクティスとして、データが適正に形式設定されていることを確認してください。この場合、

[数値書式 ] は [通貨 ] に、[書式パターン] は [$ #,##0;-$ #,##0] に設定します。

3.2 Max() を使用した最高売上高の計算

Max() は集計データの行ごとの最高値を検出します。

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Max (Sales)

4. [適用 ] をクリックします。

Manager ごとの総売上と最大売上を表示するテーブル

各マネージャーの売上の最大値と合計の最大値がわかります。
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3 どの集計関数を使用するかについて

3.3 Min() を使用した最低売上高の計算

Min() は集計データの行ごとの最低値を検出します。

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Min (Sales)

4. [適用 ] をクリックします。

マネージャーごとの総売上、最大売上、最小売上を表示するテーブル

各マネージャーの売上の最小値と合計の最小値がわかります。

3.4 Count() を使用してエンティティの数をカウント

Count() は、各チャート軸に含まれる値、テキスト、数値の数のカウントに使われます。

データでは、各マネージャーが複数の営業担当者 ([営業担当者名 ]) の責任を負っています。営業担当者の数

を計算してみましょう。

次の手順を実行します。

1. 使用可能なCount() テーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。Count([Sales Rep Name])

5. [適用 ] をクリックします。

営業担当者と営業担当者の総数を表示するテーブル。
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3 どの集計関数を使用するかについて

営業担当者の総数は 64 であることがわかります。

Count() とCount(distinct ) の差分

マネージャーの数を計算してみましょう。

次の手順を実行します。

1. テーブルに新しい軸を追加します。[マネージャー] 。
単一のマネージャーが複数の営業担当者を処理しているため、同じマネージャー名がテーブル内で複数

回表示されます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。Count(Manager)

5. 次の数式を使用して別のメジャーを追加します。Count(distinct Manager)

6. [適用 ] をクリックします。

営業担当者、営業担当者の総数、各営業担当者の担当マネージャー、マネージャーの誤った総数、マネージャの正し

い総数を表示するテーブル。
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3 どの集計関数を使用するかについて

数式としてCount(Manager) を使用する列のマネージャーの総数が64 と計算されたことがわかります。これは正

しくありません。マネージャの総数は、Count(distinct Manager) 数式を使用して18 として正しく計算されます。

名前がリストにいくつあるかに関係なく、各マネージャーは 1 回だけカウントされます。
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4 ネストされた集計関数

4 ネストされた集計関数
チャートの数式で利用される任意の項目名は、必ず1 つの集計関数で囲む必要があることで

す。集約をネストする必要がある場合は、Aggr() を使用して2 番目の集約レベルを追加できま

す。Aggr() には、引数として集計関数が含まれています。

4.1 関数では常に1 つのレベルの集計

一般的なアプリには、次が含まれます。

l データ内に100 万レコード

l ピボットテーブル内に100 行

l ゲージ、またはテキストボックス内の単一のKPI

影響の度合いは異なるにもかかわらず、3 つの数値すべてがデータすべてを表す場合があります。数値は異なる

集計レベルです。

集計関数は多くのレコードの値を入力として使用し、すべてのレコードの要約として表示できる1 つの単一の値

に集約します。制限が1 つあります。別の集計関数内で集計関数を使用することはできません。通常は、すべ

ての項目参照を1 つの集計関数でラップする必要があります。

次の数式が機能します。

l Sum(Sales)

l Sum(Sales)/Count(Order Number)

次の数式はネストされた集計であるため機能しません。

l Count(Sum(Sales))

これに対する解決策は、Aggr() 関数の形で提供されます。その名前に反して、それは集約関数ではありませ

ん。これは「多対多」の関数であり、数学のマトリックスのようなものです。N レコードのあるテーブルをM レコード

のあるテーブルに変換します。これは、値の配列を返します。また、1 つのメジャーと1 つまたは複数の軸を持つ

仮想ストレートテーブルと見なすこともできます。

複数のレベルでネストされたチャート集計を作成する場合は、計算軸でAggr() 関数を使用してく

ださい。

4.2 ネストされた集計にAggr() を使用

Aggr() は、指定された軸上で計算された数式の値の配列を返します。たとえば、顧客別、地域別 sales の最

大値です。高度な集計では、Aggr() 関数は別の集計関数で囲まれ、Aggr() の結果の配列をネストされる集

計への入力として使用します。

これを使用すると、Aggr() ステートメントは仮想テーブルを生成し、1 つの数式が1 つ以上の軸によってグループ

化されます。この仮想テーブルの結果は、外部集計関数によってさらに集計できます。
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4 ネストされた集計関数

4.3 最大平均注文値の計算

チャートの数式で単純なAggr() ステートメントを使用してみましょう。

全体的な指標を地域レベルで表示するだけでなく、さらに2 つの複雑な数式も表示する必要があります。

l 各地域内のマネージャーによる最大平均注文値。

l その最大平均注文値を担当するマネージャー。

各地域の平均注文値は、標準の数式 Sum(Sales)/Count([Order Number])を使用して計算できま

す。

アプリ内のNested Aggregations シートには、Aggr() function というタイトルのテーブルがあります。

次の手順を実行します。

1. 使用可能なAggr() function テーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。Sum(Sales)/Count([Order Number])

5. [適用 ] をクリックします。

地域ごとの平均注文値を表示するテーブル。

ベストプラクティスとして、データが適正に形式設定されていることを確認してください。この場合は

各列で、計算を表すように [ラベル] を変更します。金額の値を含む列では、数値書式をMoney
に、書式パターンを$ #,##0;-$ #,##0 に変更します。

私たちの目標は、各地域の最大平均注文値を取得することです。Aggr() を使用して、マネージャーごとに各地

域の平均注文値を取得し、それらの最大値を表示することをQlik Sense に通知する必要があります。各地域

のマネージャーごとの平均注文値を取得するには、Aggr() ステートメントに次の軸を含める必要があります。

Aggr(Sum(Sales)/Count([Order Number]), Region, Manager)

この数式によりQlik Sense は、次のような仮想テーブルを生成します。

マネージャーごとの、各地域の平均注文値を表示するAggr() 関数の仮想テーブル。
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4 ネストされた集計関数

Qlik Sense がマネージャーごとに各地域の個々の平均注文値を計算するとき、これらの値の最大値を見つける

必要があります。これを行うには、Aggr() 関数をMax() でラップします。

Max(Aggr(Sum(Sales)/Count([Order Number]), Manager, Region))

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Max(Aggr(Sum(Sales)/ Count([Order Number]), Manager, Region))

4. [適用 ] をクリックします。

マネージャーごとの、地域、各地域の平均注文値、各地域の最大平均注文値を表示するテーブル。

地域レベルで、すべてのマネージャーの最大平均注文値を確認できます。これは、2 つの複雑な数式の1 つ目

です。次の要件は、これらの大きな平均注文値を担当するマネージャーの名前を値自体の横に表示することで

す。

これを行うには、以前のように同じAggr() 関数を使用しますが、今回はFirstSortedValue() 関数を併用しま

す。FirstSortedValue() 関数は、関数の2 番目の部分で指定された特定の軸について、マネージャーを提供

するようにQlik Sense に指示します。

FirstSortedValue(Manager,-Aggr(Sum(Sales)/Count(Order Number), Manager, Region))
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4 ネストされた集計関数

数式には小さな、しかし非常に重要な部分が1 つあります。Aggr() 数式の前にマイナス記号があ

ります。FirstSortedValue() 関数内で、データの配列のソート順を指定できます。この場合、マイナ

ス記号はQlik Sense に最大から最小へのソートを指示します。

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。FirstSortedValue(Manager,-Aggr(Sum(Sales)/ Count([Order Number]),
Manager, Region))

4. [適用 ] をクリックします。

地域、各地域の平均注文値、各地域の最大平均注文値、その注文値を担当するマネージャーを表示するテーブル。
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5 ネイキッド項目参照

5 ネイキッド項目参照
集計関数で囲まれていない項目は、ネイキッドと見なされます。

ネイキッド項目参照は配列であり、複数の値を含んでいる可能性があります。そうであれば、Qlik Sense はそれ

をNULL として評価しますが、どの値が必要なのかを判別できません。

5.1 数式で常に集計関数を使用

数式による評価が正しくない場合は、集計関数がない可能性が大です。

数式内の項目参照は、値の配列です。例 :

2 つのテーブル。1 つはMax(Invoice Date) が単一の値であることを表示し、もう1 つは Invoice Date が値の配列であるこ

とを表示します。

集計関数の項目 [請求書日付 ] を囲んで、1 つの値に集約する必要があります。

数式で集計関数を使用しない場合、Qlik Sense はデフォルトでOnly() 関数を使用します。項目参照が複数

の値を返す場合、項目はQlik Sense により、NULL として解釈されます。

If() 関数を使用した請求書日付の分割

If() 関数は、条件付き集計によく使用されます。関数内の条件がTrue またはFalse のどちらに評価されるかに

よって異なる値を返します。

アプリ内のNaked field references シートには、Using If() on Invoice dates というタイトルのテーブルがあります。

次の手順を実行します。

1. Using If() on Invoice dates というタイトルの使用可能なテーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。If( [Invoice Date]>= Date(41323), 'After', 'Before' )

5. [適用 ] をクリックします。

参照日で分割された請求書日付を表示するテーブル。
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この数式は、Invoice Date が参照日 2013 年 2 月 18 日より前かどうかをテストし、そうである場合は「Before」
を返します。日付が参照日 2013 年 2 月 18 日以降の場合、「After」が返されます。参照日は整数 41323 で

表されます。

5.2 ネイキッド項目参照の回避

一見すると、この数式は正しいように見えます。

If([Invoice Date]>= Date(41323) 'After', 'Before')

参照日のあとに請求書日付を評価し、「After」を返すか、そうでなければ「Before」を返すはずです。しかし、

Invoice Date はネイキッド項目参照であり、集計関数を持たないため、いくつかの値を持つ配列であり、NULL
として評価されます。前の例では、テーブル内のDate 値ごとに Invoice Date が1 つしかなかったため、数式は正

しく計算されました。

異なる軸の値の下で同様の数式が計算される方法と、ネイキッド項目参照の問題を解決する方法を見てみま

しょう。

If() 関数でのネイキッド項目参照の回避

以前と同様の数式を使用します。

If([Invoice Date]>= Date(41323), Sum(Sales))

今回は、参照日以降の売上を関数が合計します。

アプリ内のNaked field references シートには、Sum(Amount) というタイトルのテーブルがあります。

次の手順を実行します。

1. 使用可能なSum(Amount) テーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。
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4. 以下を入力します。If( [Invoice Date]>= 41323, Sum(Sales) )

5. [適用 ] をクリックします。

年、各年の売上の合計、If() 関数を使用した数式の結果を表示するテーブル。

メジャーの [ラベル] はそのままにして、各数式の違いを表示します。金額の値を含む列では、[数値

書式 ] を[通貨 ] に、[書式パターン] を[$ #,##0;-$ #,##0] に変更します。

各年に、参照日より後の請求書日付の配列があります。数式には集計関数がないため、NULL と評価されま

す。正しい数式では、If() 関数の最初のパラメーターでMin() やMax() などの集計関数を使用する必要があり

ます。

If(Max([Invoice Date])>= Date(41323), Sum(Sales))

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。If( [Invoice Date]>= Date(41323), Sum(Sales) )

4. [適用 ] をクリックします。

年、各年の売上の合計、If() 関数を使用したさまざまな式の結果を表示するテーブル。

または、If() 関数をSum() 関数内に置くこともできます。

Sum(If([Invoice Date]>= Date(41323), Sales) )

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

チュートリアル - チャートの数式 - Qlik Sense, November 2022 17



5 ネイキッド項目参照

3. 以下を入力します。Sum( If([Invoice Date]>= Date(41323), Sales ) )

4. [適用 ] をクリックします。

年、各年の売上の合計、If() 関数を使用したさまざまな式の結果を表示するテーブル。

最後から2 番目の数式で、If() 関数は、軸の値ごとに1 度評価されました。最後の数式では、生データの行ご

とに1 回評価されます。関数の評価方法の違いにより結果は異なりますが、どちらも答えを返します。最初の

数式は単にNULL と評価されます。上の画像は、2013 年 2 月 18 日を参照日として、数式の違いを表示して

います。
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6 The importance of Only()
グループ内に可能な値が1 つしかない場合、Only() は値を返します。この値は、集計の結果にな

ります。集計関数が指定さ入れていない場合、Qlik Sense はOnly() が既定になります。

チャートの軸とパラメーターの間に1 対 1 の関係がある場合、Only() 関数は返される可能性のある唯一の値を

返します。複数の値がある場合は、NULL を返します。たとえば、単価 = 12 の製品を検索した場合、単価が

12 の製品が複数あると、NULL が返されます。

次の画像は、1 対 1 と1 対多の関係の相違を表しています。

Manager Number とManager の間の1 対 1 の関係を表示するテーブル

Sales Rep Name とManager の1 対多の関係を表示するテーブル。
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Only() 関数は、集計関数です。Sum() やCount() のように、この関数は多数のレコードを入力として使用して

1 つの値のみを返します。Qlik Sense は、ほぼすべての計算で集計を使用します。チャート、ソート数式、テキス

トボックス、高度な検索、計算されたラベルの数式はすべて集計であり、集計関数を使用しないと計算できま

せん。

しかし、明示的な集計関数がない数式をユーザーが入力した場合はどうするのでしょうか。例えば、ソート数式

がDate に設定されている場合はどうでしょうか？または、= [Product Type] = 'Beer and Wine'とい

う数式を使用してビールとワインの製品を購入した顧客の高度な検索がある場合はどうでしょうか？

このような場合、計算には、Only() 関数による影響が生じます。数式に明示的な集計関数がない場合、Qlik
Sense はOnly() 関数を暗黙的に使用します。上記の場合、ソート数式としてOnly(Date)が使用され、検

索条件としてOnly([Product Type])='Beer and Wine'が使用されます。

新しい数式が、ユーザーが予期しない結果を返す場合があります。上記の例はどちらも、Date またはProduct
Type の値が1 つしかない場合は機能しますが、値が複数ある場合はどちらも機能しません。

6.1 Only() を使用したさまざまな数式

類似の関数でKPI を4 つ作成します。これにより、関数内にネイキッド項目参照がある場合、または異なる位

置にOnly() がある場合、選択の結果に与える影響の大きさを比較できます。

アプリ内の Importance of Only() シートには、軸が Invoice Date のフィルターペインがあります。
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次の手順を実行します。

1. KPI を作成します。

2. [メジャーを追加 ] をクリックします。 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Month([Invoice Date])

4. さらに3 つのメジャー付きのKPIs (Month(Only([Invoice Date]))、Month(Max([Invoice Date]))、Only
(Month([Invoice Date]))) を作成します。

5. [適用 ] をクリックします。

4 つのKPIs と、4 つの異なるが類似した数式を表示するフィルターパネル。

各 KPI で、[数値の形式 ] は [数式の評価 ] に設定されています。

ネイキッド項目参照がある場合、Only() 関数は最下位レベルに挿入されます。つまり、最初の2 つのKPI、
Month([Invoice Date])、Month(Only([Invoice Date])) は同じように解釈され、常に同じ結果になります。

ご覧のとおり、KPI 4 つのうち3 つが、NULL を返します。3 番目のKPI、Month(Max([Invoice Date])) は選択さ

れていなくても、値を返しています。

数式を作成するときは、使用する集計、または複数の値がある場合はどの値を使用するかを常に自問する必

要があります。NULL を使用して複数の値を表したい場合は、関数をそのままにしておきます。数には、Sum()、
Avg()、Min()、またはMax() を代わりに使用するほうがよいでしょう。文字列には、Only()、またはMinString()
を使用できるでしょう。
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次の手順を実行します。

1. シートの編集を終了します。

2. フィルターパネルで、1 月の日付を選択します。

3. をクリックして選択を確認します。

KPI の結果は、単一の選択が行われたときに変化します。

単一の選択が行われると、すべてのKPI が正しい答えを返します。数式にMonth([Invoice Date]) の数式など

のネイキッド項目参照が含まれている場合でも、一意の選択を行っているため、適切な値を返すことができま

す。

次の手順を実行します。

1. フィルターパネルで、1 月の追加の日付を選択します。

2. をクリックして選択を確認します。

1 月に両方の日付で2 つの選択が行われると、KPI の結果が変化します。
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最初の2 つのKPI は、NULL を返し、その他の2 つのKPI は、1 月の適切な日付を返します。具体的には、4
番目のKPI は正しい答えを返します。これは、どちらの日付選択も1 月の日付に対するものだからです。

次の手順を実行します。

1. フィルターパネルで、1 月以外の月の追加の日付を選択します。

2. をクリックして選択を確認します。

異なる月の日付で複数の選択を行うと、KPI の結果が変化します。
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異なる月の日付を使用して複数の選択が行われた場合、3番目のKPI のみが値を返します。数式 Month
(Max([Invoice Date])) に従って、行われた選択から最大の月の値を返します。Only() はネイキッド項目参照を

持つ数式に自動的に挿入されるため、数式にとって最低レベルが常に適切であるとは限りません。Only() の配

置は重要です。
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7 実例

7 実例
Qlik Sense でのビジュアライゼーションにより、データの洞察が得ることができます。チャートで数式

を使用すると、特定の業務に適用できる結果が得られます。Qlik Sense のさまざまな関数によ

り、オプションが手軽に利用できない場合でも、必要に合わせて数式をカスタマイズできるようにな

ります。

7.1 グロスマージンの割合の計算

グロスマージンとは、売上高と売上のためにかかった費用の差と定義します。月ごとのマージンと、月ごとの売上

高に対するマージンの割合を計算します。

マージンの割合を計算するには、次の数式を使用します。

(Sum(Sales)-Sum(Cost))/Sum(Sales)

数式はさらに簡略化することも可能です

1-Sum(Cost)/Sum(Sales)

アプリ内のExamples from real life シートには、Margin というタイトルのテーブルがあります。

次の手順を実行します。

1. Margin というタイトルの使用可能なテーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。Sum(Sales)

5. 数式を使用してさらに3 つのメジャーを追加します: Sum(Cost)、Sum(Sales) - Sum(Cost)、1 - Sum
(Cost)/Sum(Sales)。

6. [適用 ] をクリックします。

テーブルには、売上高、月ごとの費用の合計、そして月ごとに計算したマージンが金額と割合によって表示されます。
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ベストプラクティスとして、データが適正に形式設定されていることを確認してください。この場合は

各列で、計算を表すように [ラベル] を変更します。金額の値を含む列では、数値書式をMoney
に、書式パターンを$ #,##0;-$ #,##0 に変更します。マージンの割合の [数値書式 ] を[数値 ] に、そ

して [書式 ] を[単純 ] と[12%] に設定します。

売上高と費用に基づいて、月ごとに計算されたマージンが表示されます。マージンが売上高に占める割合も見

ることができます。

アプリデータには、すでに月ごとのマージンのデータが含まれています。元のデータと今回の計算結果を比較する

良い機会です。

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。
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3. 以下を入力します。Sum(Margin)

4. 次の数式を使用して別のメジャーを追加します。(Sum(Sales) - Sum(Cost)) - Sum(Margin)

5. [適用 ] をクリックします。

データセットからの月ごとのマージン向けに追加の列が加えられたマージンテーブルと、計算されたマージンとの差分。

計算されたマージン列の値の中に、データのマージン列から直接取得した値と異なるものがあります。マージンの

不一致の列は、それが2014 年のある月に起因することをはっきりと示しています。計算されたマージンとデータ

セットからのマージンの差分はわずかですが、それが特定の年に起因することには疑問が生じます。その年にはど

のような変化があったのでしょうか。データを分析して相応しい質問をすることは、事業にとって重要な場合があり

ます。

7.2 請求の遅延

この例では、請求書の作成とそれらが生産する商品の約束された納品の両方のために日付を収集する会社に

基づくデータを使用します。2 つの日付は常に同じとは限りません。さらに請求書によっては、約束の納品日が2
つ存在する場合もあります。最も早い日付は、会社が使用する請求システムにより自動的に作成されるため、

常に請求書日付と同日です。約束された最大の納品日は、会社とクライアントの間で配達が行われることに

同意した日付です。

これらの日付をテーブルに追加することから始めましょう。
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Examples from real life シートには、Invoicing delays というタイトルのテーブルがあります。

次の手順を実行します。

1. Invoicing delays というタイトルの使用可能なテーブルを選択します。

プロパティパネルが開きます。

2. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

3. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

4. 以下を入力します。Only([Invoice Date])

5. 次の数式を使用して別のメジャーを追加します。Max([Promised Delivery Date])

6. [適用 ] をクリックします。

テーブルは、各請求書の約束の納品日と請求書日付を示しています

ベストプラクティスとして、データが適正に形式設定されていることを確認してください。日付を表示

する列で、[数値書式 ] を[日付 ] に、そして [書式 ] を[単純 ] と[2014 年 2 月 17 日 ] に設定しま

す。

請求書日付と約束の納品日は必ずしも同じとは限らないことがわかります。約束の納品日が2 つある場合は、

最大の納品日を使用して計算する必要があります。

請求書日付と約束の納品日の差分を計算してみましょう。次の数式を使用します。

Max([Promised Delivery Date])-[Invoice Date]

3 つのシナリオが考えられます。
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l 両方の日付は同日であり、数式の結果は 0。
l 請求書が作成された後に製品の納品が約束され、結果は正の整数。

l 製品の納品が約束された後に請求書が作成され、結果は負の整数。

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Max([Promised Delivery Date])-[Invoice Date]

4. [適用 ] をクリックします。

テーブルには、各請求書の約束の納品日と請求書日付、さらに請求から約束の納品までの日数が表示されています。

請求から納品までの日数と名付けられた最後の列に基づいてテーブルをソートします。

日付の間には差分の範囲があります。請求書が遅れたことを示す値の間を移動します。正の数値は、請求書

が作成された後に約束の納品があったことを示します。

約束の納品日の後に作成された請求書の数を計算しましょう。

次の手順を実行します。

1. [列を追加 ] をクリックして、[メジャー] を選択します。

2. 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。
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3. 以下を入力します。Count(Distinct If(Aggr(Max([Promised Delivery Date])<[Invoice Date],[Invoice
Number]),[Invoice Number]))

4. [適用 ] をクリックします。

代わりに、[Sum(Aggr(If(Max([Promised Delivery Date])-[Invoice Date]< 0, 1, 0), [Invoice
Number]))] を使用することもできます。

追加の列がある請求の遅延テーブルには、遅れた請求書の数が示されています。

KPI は請求書の合計数の割合として、最後の列がより有意義になります。

次の手順を実行します。

1. KPI を作成します。

2. [メジャーを追加 ] をクリックします。 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Count(Distinct If(Aggr(Max([Promised Delivery Date])<[Invoice Date],[Invoice
Number]),[Invoice Number]))/Count([Invoice Number])

4. [適用 ] をクリックします。

KPI は、遅れた請求書の割合を示しています。

請求の遅延の平均を計算しましょう。
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次の手順を実行します。

1. 新しいKPI を作成します。

2. [メジャーを追加 ] をクリックします。 記号をクリックします。

数式エディタが開きます。

3. 以下を入力します。Avg(Aggr(If(Max([Promised Delivery Date])<[Invoice Date],(Max([Promised
Delivery Date])-[Invoice Date])), [Invoice Number]))

4. [適用 ] をクリックします。

KPI は、請求の遅延の平均を示しています

7.3 お疲れ様でした!
以上でチュートリアルは終了です。ここでご紹介した基本情報をQlik Sense でのチャートの数式にお役立てくだ

さい。Web サイトでは、アプリ作成のヒントやアイデアを公開しています。ぜひご利用ください。
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